
－2－

入確数・受

　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴　次の数を小さい順に書け。

2，－1 12 ，0，－2，
1
2

〔 〕
□⑵　絶対値が 2以下の整数を，すべて書け。

〔 〕

　　　　　次の計算をしなさい。
□⑴　（－2）＋（－5） □⑵　－10＋3

〔 〕　　〔 〕
□⑶　4－8＋2 □⑷　5－（－2）＋（－3）

〔 〕　　〔 〕

　　　　　次の計算をしなさい。
□⑴　（－6）× 13  □⑵　（－4）÷（－ 23 ）
〔 〕　　〔 〕

□⑶　－ 56 ×
4
5 ÷（－ 12 ） □⑷　－42×（－3）

〔 〕　　〔 〕

　　　　　次の計算をしなさい。
□⑴　9－2×（－4）

〔 〕
□⑵　－4＋9÷（－3）

〔 〕
□⑶　－22－3×（－5）

〔 〕
□⑷　－5×22－18÷（－3）2

〔 〕
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11 正の数・負の数 ★入試情報　加法，減法，乗法，
除法，四則計算など，基礎的な問題が
多く出題される。分数の計算に注意。

基本問題 /14問
例題 1　数の大小と絶対値
次の問いに答えなさい。

⑴　－2，0，3，－5，6を小さい順に書け。
⑵　絶対値が 4となる数を，すべて書け。
解き方
⑴　（負の数）＜ 0＜（正の数）で，負の数は絶対値の
大きいものほど小さい。

答　－5，－2，0，3，6
⑵　絶対値は数直線上で，0からの距離になる。0
から 4の距離にある数は 2つある。

答　－4，4

例題 2　加法と減法
次の計算をしなさい。

⑴　－3＋8－7 ⑵　3＋（－6）－（－2）
解き方
加法と減法のまじった式では，かっこのない式に

なおし，正の項の和，負の項の和をそれぞれ求めて
から計算するとよい。
⑴　－3＋8－7 ⑵　3－ 6＋ 2
＝8－3－7 　＝3＋2－6
＝8－10 　＝5－6
＝－2 　＝－1

例題 3　乗法と除法
次の計算をしなさい。

⑴　（－8）÷6×（－3） ⑵　（－3）2×8÷（－22）
解き方
⑴　まず，符号を決めてから，除法は逆数をかける
乗法になおして計算する。

（－8）× 16 ×（－3）＝＋
8×3
6 ＝4

⑵　累乗の計算をさきにする。
（－3）2＝（－3）×（－3），
－22＝－（2×2）となることに注意。

9×8÷（－4）＝－（9×8× 14 ）＝－18

例題 4　四則のまじった計算
次の計算をしなさい。

⑴　－5－42÷（－7） ⑵　（－3）×4－（－12）÷2
解き方
計算の順序に注意。乗法・除法をさきに計算する。
⑴　－5－42÷（－7） ⑵　（－3）×4－（－12）÷2
＝－5－（－6） 　＝－12－（－6）
＝－5＋6 　＝－12＋6
＝1 　＝－6



－3－

入確数・受

〈数の大小と絶対値〉
1 次の問いに答えなさい。
□⑴　－3より 8小さい数はいくつか。

〔 〕
□⑵　次の数を大きい順に書け。

0，－0.01，－0.1，0.01，－0.3

〔 〕
□⑶　次の数を絶対値の大きい順に書け。

－1， 13 ，－
1
2 ，0，－

1
4

〔 〕
〈加法と減法〉

2 次の計算をしなさい。
□⑴　6－13

〔 〕
□⑵　5－（－8）

〔 〕
□⑶　－7－5＋3

〔 〕
□⑷　6＋（－12）－（－6）

〔 〕
□⑸　－5－（－3）＋（－10）

〔 〕

〈乗法と除法〉
3 次の計算をしなさい。
□⑴　（－3）×（－4）

〔 〕
□⑵　42÷（－7）

〔 〕
□⑶　（－3）×（－8）÷（－6）

〔 〕
□⑷　－32×（－4）

〔 〕
〈四則のまじった計算〉

4 次の計算をしなさい。
□⑴　－5－（－3）×2

〔 〕
□⑵　3－8÷（－4）

〔 〕
□⑶　（－4）2÷8－（－3）

〔 〕
□⑷　7＋（－6）×（－3＋5）

〔 〕
□⑸　（－3）2－21÷（－3）

〔 〕

〔　　　〕にあてはまる語句を書きなさい。
❶　0より大きい数を〔 〕，0より小さい数を〔 〕という。
❷　正の整数のことを〔 〕ともいう。
❸　正・負の数から符号をとった数を，その数の〔 〕という。
❹　数の加法，減法，乗法，除法をまとめて〔 〕という。
❺ 　32 を 3 の〔 〕または 3の〔 〕，33 を 3 の〔 〕と読む。右肩の小さい数は，かけあ
わせる 3の個数を示したもので，これを〔 〕という。

❻　積が 1になる 2数の一方を，他方の〔 〕という。　　例　－3の逆数は－ 13

　　 重要用語の整理



－4－

入確数・受

〈数の大小と絶対値〉
11 次の問いに答えなさい。

□⑴　－2.7 より大きく 143 より小さい整数は全部で何個あるか。 〈高知〉

〔 〕
□⑵　絶対値が 2以上 5未満の整数をすべて書け。

〔 〕
〈四則計算〉

22 次の計算をしなさい。

□⑴　－ 34 －
1
2  □⑵　－ 13 －（ 12 － 34 ）
〔 〕 〔 〕

□⑶　1.6×（－3） □⑷　 35 ÷（－ 23 ）×（－ 59 ）
〔 〕 〔 〕

□⑸　－9＋（－5）2 □⑹　5－6×（－ 23 ）
〔 〕 〔 〕

□⑺　35÷（－0.5）－（－2）×0.3 □⑻　－7×（－6）＋（－4）2÷（－22）

〔 〕 〔 〕

〈正負の数の利用〉
33 下の表は，生徒A～ Fのそれぞれの体重からBの体重をひいた値を表
したものである。次
の問いに答えなさ
い。 〈青森改〉

□⑴　Aと Cの体重の差を求めよ。

〔 〕
□⑵　6人の体重の平均は 56㎏であった。このとき，Bの体重を求めよ。

〔 〕
□⑶　⑵のことから，Fの体重を求めよ。

〔 〕

11
⑴ 　143 ＝4.66…だから，

－2.7＜a＜4.6となる整数a
を求める。

⑵ 　以上はその数をふくみ，
未満はその数をふくまない
ことに注意する。

22
⑵ 　かっこをはずして通分す

る。－ 13 －
1
2 ＋

3
4

＝－ 412－
6
12＋

9
12

⑷ 　まず符号を考える。除法
は逆数をかける乗法にする。

与式＝＋（ 35 × 32 × 59 ）
⑸　－9＋25
⑹　乗法がさき。
5－（－4）

⑺　－70－（－0.6）
⑻　42＋16÷（－4）
＝42－4

33
⑴　＋5－（－3）
⑵ 　6 人の Bの体重をひいた
値の平均を求めてから，基
準になるBの体重を求める
とよい。
（5＋0－3＋11－9＋8）÷6＝2
⑶ 　基準になるBの体重から
Fの体重を求める。

生　徒 A B C D E F

Bの体重をひ
いた値（㎏） ＋5 0 －3 ＋11 －9 ＋8

－5 －2 0 2 5


